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区分 1 月末 12 月末 
人口計 12,626 12,630 
人口(男) 6,296 6,300 
人口(女) 6,330 6,330 
世帯数 5,192 5,190 

 

組
木
パ
ズ
ル
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

坂
本
中
学
校
か
ら
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

12
月
19
日
、
茄
子
川
在
住
の
柴
田
正
敏
さ
ん
か

ら
、
手
作
り
の
組
木
パ
ズ
ル
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
合
計 

６
種
類
×
15
セ
ッ
ト
の
組
木
パ
ズ
ル
を
い

た
だ
き
、
市
内
公
民
館
（
12
館
）
お
よ
び
、
中
津
川

地
区
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
（
３
館
）
へ
配
布
さ

れ
ま
し
た
。 

坂
本
中
学
校
で
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
を
受
け
、
今
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
生
徒
会
が
、
自
主
的
に
能

登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
活
動
を
提
案
し
、
１
月

11
日
か
ら
16
日
の
期
間
に
、
生
徒
会
が
毎
朝
登
校

時
に
玄
関
前
に
立
ち
、
生
徒
に
募
金
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
生
徒
や
家
庭
の
皆
様
か
ら
多
く
の
気
持
ち
が

集
ま
り
、
総
額 

７
５
，
７
８
６
円
の
能
登
半
島
地

震
災
害
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

１
月
19
日
に
は
、
受
渡
式
が
行
わ
れ
、
坂
本
事
務
所
長
が
、
校
内
放
送

で
、
生
徒
た
ち
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
生
徒
会
よ
り
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金
が
受
け
渡
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
義
援
金
は
、

中
津
川
市
か
ら
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
、
石
川
県
な
ど
被
災
地
へ
お
届
け
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

▶ 

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
の
受
渡
式 

 

▶ 

坂
本
事
務
所
長 

 
 
 

か
ら
生
徒
達
へ 

 

▶ 

写
真 

左 

柴
田
正
敏
さ
ん 

寄
付
い
た
だ
い
た
組

木
パ
ズ
ル
は
６
種
類
そ

れ
ぞ
れ
に
難
易
度
が
異

な
り
、
難
易
度
が
高
い

も
の
で
は
、
大
人
で
も

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
難

し
く
、
か
な
り
や
り
が

い
の
あ
る
組
木
パ
ズ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
坂

本
公
民
館
で
は
、
１
階

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
置
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
挑
戦
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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令
和
６
年
中
津
川
市
消
防
出
初
式
開
催 

功
労
者
を
表
彰 

第

15
回 

坂
本
青
少
年
書
初
め
大
会 

１
月
13
日
に
中
津
川
市
文
化
会
館
で
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
披

露
・
定
例
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
坂
本
分
団
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。
※
敬
称
略
・
順
不
同 

毎月第３日曜日は「家庭の日」  

中津川市青少年健全育成推進市民会議 

中
津
川
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
市
民
会
議
坂

本
支
部
（
林
且
眞
支
部
長
）
は
、
１
月
の
「
家
庭

の
日
普
及
実
践
強
調
月
間
」
に
あ
わ
せ
、
坂
本
青

少
年
書
初
め
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
坂
本
小
学

校
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
456
名
、
坂
本
中
学
校

290
名
の
参
加
が
あ
り
、
各
学
年
か
ら
金
賞
銀
賞

作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
１
作
ず
つ
選
ば
れ
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
坂
本
公
民
館
で
展
示
さ
れ
、
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ん
に
は
、
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

     小学校の部 
学年 金賞 銀賞 

３ 坂田
さ か た

 陽
ひ

咲
さき

 太田
お お た

 清
せい

士郎
し ろ う

 

４ 成田
な り た

 悠季乃
ゆ き の

 熊
くま

﨑
ざき

 理乃
り の

 

５ 神尾
か み お

 樹
いつき

 濱中
はまなか

 凪
なぎ

咲
さ

 

６ 服部
はっとり

 智也
と も や

 西尾
に し お

 貴斗
た か と

良
ら

 

 

     中学校の部 
学年 金賞 銀賞 

１ 石井
い し い

 杏和
も も な

 庄野
しょうの

 佑
ゆう

菜
な

 

２ 月田
つ き だ

 瑛
え

実子
み こ

 小池
こ い け

 瑠
る

美
み

 

３ 井上
いのうえ

 裕
ゆう

愛
あ

 小谷
こ た に

 ひかる 

 

３月 行事名 
６日（水） 大型ごみの日※事前申込が必要です 

10 日（日） 坂本公民館祭り（ステージ発表） 

1３日（水） 資源ごみの日（茄子川） 

14 日（木） 資源ごみの日（千旦林） 

16 日（土） 坂本公民館祭り（作品展示） 19 日(火)まで 

18 日（月） 燃えないごみの日（千旦林） 

25 日（月） 燃えないゴミの日（茄子川） 

2８日（木） 麦の穂ぴよぴよ広場 
・地域の おじさん おばさん ありがとう 

17 日 

金賞作品 

銀賞作品 

辻
原
在
住
の
松
葉
和
正
さ
ん
が
緑
十
字
銀
章
を
受
章 

【
岐
阜
県
知
事
表
彰
】 

▼
功
労
章 

小
池
隆
太
、
橋
本
好
広
、
川
村
真
一
、

板
津
武
志
、
中
川
貴
博
、
蜂
矢
好
典
、
青
山
羊
司 

▼
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞 

板
津
武
志
（
妻
）
茜
、
儀
賀
幸
夫
（
妻
）
奈
穂
美
、
浅
野
俊
也
（
妻
）
友
紀 

【
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
】 
▼
功
績
章 

新
田
裕
一
、
渡
邉
雄
生
、
安
田 

吉
伸 

▼
勤
労
章
十
五
年 

鈴
木
孝
、
板
津
武
志
、
中
川
貴
博
、
蜂
矢
好
典
、

仲
田
肇
、
長
尾
守
、
大
山
拓 

【
中
津
川
市
長
表
彰
】 

▼
勤
続
章
十
五
年 

岐

阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
労
章
十
五
年
同 
▼
操
法
賞
詞 

磯
村
達
哉
、
藤
井

正
和
、
足
立
明
信
、
遠
藤
駿
征
、
柘
植
良
則
、
林
祐
介 

【
中
津
川
市
消
防
協

会
長
表
彰
】 

▼
勤
労
十
年 

伊
藤
典
之
、
河
野
弘
秀 

▼
功
績
章 

仙
石
陽

平
、
近
藤
竜
也
、
遠
藤
駿
征
、
浅
野
俊
也
、
森
大
輔
、
安
田
吉
伸
、
熊
﨑

努
、
松
井
恵
香
、
井
口
篤
志
、
林
洋
男
、
萩
敬
史
、
所
昌
徳
、
小
池
将
史
、

相
磯
晴
彦
、
鈴
木
幸
雄
、
奥
田
靖
志 

【
中
津
川
市
消
防
団
長
表
彰
】 

▼
勤

続
章
五
年 

林
祐
介
、
酒
井
暢
男
、
三
尾
英
則
、
森
本
託
馬
、
鈴
木
和
弘
、
足

立
明
信
、
田
村
浩
美
、
金
子
崇
、
山
岸
武
昭
、
伊
藤
勇
貴
、
鈴
木
卓
也
、
河

尻
彰
、
丹
羽
淳
、
彌
永
敏
弘
、
井
上
翔
太
、
遠
山
秀
典 

１
月
17
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た
第
64
回
交
通
安
全
国
民
運

動
中
央
大
会
に
お
い
て
、
松
葉
和
正
さ
ん
（
辻
原
在
住
・
現
行
政

書
士
・
元
中
津
川
市
消
防
職
員
）
が
緑
十
字
銀
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
消
防
士
と
し
て
42
年
間
緊
急
車
両
の
運
転
や
安
全
運
転
管

理
業
務
に
従
事
し
、
合
計
56
年
間
無
事
故
無
違
反
で
あ
る
こ
と
、

14
年
間
継
続
し
て
家
族
で
子
供
の
登
下
校
見
守
り
活
動
を
行
っ
た

こ
と
等
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
１

月
30
日
に
は
、
中
津
川
警
察
署
長
へ
受
章
報
告
を
行
い
、
「
辻
原

の
子
供
た
ち
が
大
切
で
見
守
り
活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
」
「
消

防
職
員
の
後
輩
を
誇
り
に
思
う
こ
と
」
「
奥
様
の
支
え
が
あ
り
無

事
故
無
違
反
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
」
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
警
察
署

長
か
ら
は
「
56
年
無
事
故
無
違
反
を
続
け
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
」
「
家
族
の
応
援
が
大
切
で
あ
る
こ
と
」
が
伝
え
ら
れ
、

次
は
緑
十
字
金
章
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

写
真 

中 

松
葉
和
正
さ
ん 

 

 
 

 

右 

松
葉
ミ
ハ
ル
さ
ん(

奥
様) 

 
 

 

左 

中
津
川
警
察
署
長 

（
敬
称
略
） 


